列島プロジェクト 平成20年度 第1回コアメンバー会議　　議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日時：2008年4月５日（土）　10:00～12:00
 　     場所：総合地球環境学研究所 セミナー室1・2

1． 開会の挨拶、中間評価の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　中間評価の発表のときには、環境史年表と賢明な利用の話が分かりやすかったらしく、「この図式はよくわかる」と評価委員に好意的に受け取られた。

　人間文化研究機構ではＧＩＳのような時間情報システムを構築中。それに載せることを考えている。

2． 予算決定までの経緯説明・・1週間か10日後をめどに予算に関して返事する　　　　　　　　　　　　　　

３．今後のスケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2010年度は非常に大事なことがある（10月のＣＯＰ10：生物多様性条約締約国会議 ＠名古屋）。

地球研のニュースレター12号の８-９ページにあるように、地球研のメッセージを集約する必要がある。 （参照：http://www.chikyu.ac.jp/archive/newsletter/pdf/newsletter_12.pdf　）
2008年からワークショップやシンポジウムを積み上げていって、東アジア，東南アジアのbiocultural diversity につなげるような話をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．出版物の内容
われわれで森と林の環境史、のようなシリーズの本を出す（以下、「シリーズ本」）。たとえば岩波書店の『いくつもの日本』のようなシリーズの本を考えている。出版社としては、『世界遺産をシカが喰う　シカと森の生態学』（湯本貴和・松田裕之編，文一総合出版）のときの出版社の人が、「うちで出してもいい」と言ってくれている。

（巻構成の説明）このプロジェクトのメンバーは全体で100人くらいいる。文科系70数名の人たちが５巻に分かれてちょうどくらいかと思う。理科系では縦書きの本を書いてもあまり評価されないので、別のプランを考えている。ecological research monograph を出していこうという話があって、１冊書かないかという話もきている。メンバーのみなさんが各自で論文を出していただく以外に、レビューされたペーパー集としてまとめたものも必要かと考えている。

　この3月に地球研で出した本（湯本貴和編『食卓から地球環境がみえる―食と農の持続可能性』昭和堂）の経緯からして、2009年中に第一稿を集めるようにして、相互に査読したほうがいいと思う。2010年の春頃にはできあがってくるかな、と。

このプロジェクトの研究グループは、「この分野はこの人しかいない」というチーム構成にはしていない。この手の共同研究で困ったことは、ひとりの専門家の意見がその分野を代表しているように思われてとんでもない方向に行くこともある。そういうケースは避けたいと思っているので、時間設定を早くして相互に査読をしたい。

　地球研では、2013年の2月ごろにもう一度最終の評価が入って、「プロジェクトがどのくらい波及効果をもたらしたか、論文がどのくらい引用されているか」をみられる。

理科系の場合は、学術雑誌の特集号も可能だと思う。
今回示したシリーズ本の編集責任者と構成の紹介。これはたたき台にすぎないので、これからみなさんで十分に案を練っていきたい。                                          （以上、湯本より説明）
質 疑 応 答
　〔シリーズ本について〕

安渓(遊）：会議の前に送っていただいたキーワードを奄美・沖縄に直すとこうかな、というのを一覧にして、湯本さんにメールで送った。それぞれがいただいたキーワードを書き直したものを持ち寄ることが必要。

湯本：各巻に研究員を連絡係につけている。　栽培植物はどうしましょうか？

山口：別に巻を作ってもいいですよね。

湯本：オーバービューのところ（第1巻）に入っていただくのがいいかな。
成果物が目に見えたほうが地球研的にはいいので。シリーズ本のほかにも別に分厚い本を２、３冊作って地球研用に置いておこうと思っている。

松田：ひとつひとつに関しては、専門家が読みたいと思ってアクセスしてくると思う。ＰＤＦファイルと少ない部数を確保しておく、というのは正解だと思う。5巻本は何冊ぐらい作る予定か？

湯本：各巻1万部ずつ・・は無理かなあ。3000部からスタートか。

松田：理系の本でこないだ出したのは1500部だった。1500部なら、出版社は売れると思う。

湯本：さっき紹介した『世界遺産をシカが喰う』、『食卓から地球環境がみえる』の本も3000部だった。以前に出した新書（湯本貴和『熱帯雨林』岩波新書）は3万部売れた。

松田：そうか、じゃあ売れるのかもしれない。要するに湯本さんの単著だったら3万でも売れると思う。今回のような企画でまとめてしまうと、そこまで売るのは大変じゃないかという気がする。

中井：基本的なことを教えてください。地球研での評価はどういう点を求められているのか？

湯本：波及効果です。

中井：多くの人がみてマスコミにものっかるような本を出す。日文研のようなことをやる必要がある。今話に出ている本は、研究者の間には効果はあっても、一般向きではない。1500部がいいところか。離島の漁業みたい。売るための本だけでは僕たちもつまらないし、2通りの方法を模索しているか？
湯本：新書だと、単著でないと読まれない。みなさんがそれぞれの成果を書いたちゃんとした本を作るのと、電車でサラリーマンが呼んでくれるような本を作ろうと思う。

佐久間：普通の人に読んでもらう本は編集をちゃんとしないといけない。今回話に出ているボリュームの本を全巻一度に出そうと思うと、ちゃんとした編集は期待できないことになる。順番にやって、少しタイムラグがないと、うまくいかないのではないか?
湯本：早くいった順番に一巻からしていく。

佐久間：編集の手順はどうするのか？　
湯本：研究員が著者、出版社とやりとりするように連絡体制を整えている。別に出した本では、使えない原稿が多かったので、私のほうでずいぶん書き直しをしました。

矢原：種生物学会の出しているシリーズ（文一総合出版：後出の『森林の生態学』などひとつのテーマについて30人ほどの執筆者が書いたものを、年一冊ペースでまとめたシリーズ本）では、責任編集者を二人決めて、ポリシーを徹底して著者に書いてもらっている。研究者のレビューのところで相当もんで、文一の編集者が間に入って調整していくというやり方をしている。それぞれの巻で責任編集者にコンセプトをきちっと作ってもらう。そうすればうまくいく。

評価のときに、それぞれの評価はあがっているが、ひとことでプロジェクトの成果を説明するとどうなるか、ということも用意しておく必要がある。

湯本：地球研のプロジェクトはリーダーの説明責任が大きい。最近性格を変えてがんばろうと思っています。

安渓(遊）：本の帯にひとことで何を書くか、ということが大事だと思うんですよ。

　『たくさんの日本』みたいな本だと、5冊セットで1500部や3000部売りたいと思ってもなかなか売れない。本屋もつかないし、いろいろある。他の可能性として、例えば新書サイズが30冊出て、湯本さんの本が何万部も出れば、それで赤字補填ができる。図書館なんかまちがえて全巻買ってしまう。私など自分の調査になかなかいけないのに、みんなに旗を振って書かせるということができるか、と思う。

湯本：そろそろプロジェクトの着陸地点をみなさんに明示するほうがいいかな、と思いました。

〔シリーズ本以外の成果発信について〕

白水：映像メディアでの発信は考えていませんか？　普及という意味で言うと、インパクトがあるのは映像ですよね。そこで教育番組的なものから、ＮＨＫの特集から、プロジェクトでとり溜めた写真や動画とか、全くちがう感じの発信については、何か考えていませんか？

湯本：今年終わったプロジェクトでは、パワポの教材「生物多様性とは何か」と写真集、ＣＤ－ROMを作りました。東北班のように紙媒体の報告書もある。地元講演会をしているところもある。
　歴史関係は見栄えがしにくいところがあって、なかなか歴史が題材では映像にするのが難しいという印象がある。ＣＧなどになるか。きちんとしたものはＮＨＫくらいじゃないとできない。

安渓(遊）：ビジュアル版の考古学のシリーズ本もある。難しい遺跡の調査報告書は読まないが、そういうのもある。

湯本：ほかに、市史を新書で出しているところもある。

佐久間：映像系と似た発想として、地域関連を考えると、博物館の巡回展示、公民館サイズから発掘速報展みたいなイメージを持っている。みなさんモノを持っておられるので、展示は構成できると思う。展示であれば、本とは違う形で人に影響を与えられると思う。

湯本：それは現在でも列島プロジェクトに関連した企画がいくつか進んでいます。開拓記念館で忠類の展示、岩手の県立博物館での獣の展示、北海道班では小樽、そういった形で展示に関わることは可能だし、今後も話があればやりたいと思う。

安渓(遊）：ドキュメンタリー映画でＣＧのないやつを今作ろうと思っている。ベトナムの映画を作った監督に聞いたら、90分の番組を作るのに600万かかった。映画を作るのはお金がかかる。

湯本：（西表プロの事例紹介）
安渓(遊）：このプロジェクトで撮っている写真は何十万枚になると思う。それがもう少し前に出るように、宮本千晴さんが写真整理術ＣＤをくれた。どこで誰が何をとったかを、書き込むシステムのことがあった。

湯本：このプロジェクトでは、民俗学の野本寛一先生の写真を電子化する作業もしている。
山口：写真は使うためのノウハウが難しい。年間予算200万を使ってうちで整理の作業をやっている。そこまでもっていくのに相当苦労が必要で、画像のなかに基本情報を入れることさえ非常に難しい。検索システムをつけてどう使うか、というところまでやるのが難しい。書き込み型のデータベースを作ろうとしている。

安渓(遊）：同じようなことをやっているところのノウハウを集めることが必要。

湯本：プロジェクトで同じ作業をやろうとしたとき、どれくらい労力を使えるか、という問題もある。

　私がいま言っているのは、「最低限、この本を出しましょう」という話です。

展示に関しては、こちらとしてはできるだけ各班の地域や、中央の博物館の企画にはなるべく出していくように考えている。展示をする相手の側の問題があるので、なかなか多くはできないが、話がくればチャンスを逃がさないように、ということは考えている。

矢原：（ＣＯＰ１０の話）、アジアは世界のネットワークから隔離されている。アフリカはヨーロッパ、南アメリカはアメリカとつながっている。このプロジェクトでなにかメッセージを送ることを考えるのであれば、2010年に名古屋で開かれるＣＯＰ１０のときでは遅い。今年のＣＯＰ９のときに動く必要がある。外国からキーパーソンを呼んでシンポジウムをやるようなことをしないと、いくらこのグループで一生懸命やっても、国際的な波及効果は少ない。
〔本の作成にあたって〕

池谷：（シリーズ本を出すまでの日程について）、秋道先生のプロジェクトが終わって本を出した過程をみてきて思うが、この半年で原稿を締め切って査読して夏に出す、というのは日程的に厳しくないか。
今日の資料では、それぞれの巻のキーワードが膨大に出ている。どれを売りにするか悩むところだと思う。5巻がどういう中身かということが、大きな影響を及ぼす。どういう形の構成になるのか？

安渓(遊）：(本の作成にあたって)班で共有しておきたいデータや本を、班のなかだけで見られるような黒板を作ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
湯本：それはできます。　（地球研の研究戦略推進センターの説明。）
安渓(遊）：HP上で全体の黒板も作って、各班でよりすぐりの今年の写真、という場所を作ると湯本さんも使いやすい。そこの写真については著作権、肖像権もクリアされているよ、というもの。

湯本：今年の業績を出すのにしても、場所を作ってそこに入れておいてもらうようにして、3月末日までの分を打ち出す、というようにする。そういう方式を確立中なので、上手く使えると思う。

　

　〔阿蘇・くじゅう草原シンポジウムについて〕
佐々木(章）：補足なのですが、メンバーにもう少し歴史と考古の人を入れたらどうか、と飯沼先生から提案があった。こんど中世史学会があるので、そのとき話をしてみたい。

湯本：先月の生態学会でやった草原シンポには150人来た。そこで知り合った方もいて注目度は高い。

村上：植物地理班では林のほうが中心なんですが、九州の解析はしています。シンポジウムの企画案のうち、２つめの「縄文時代の炭・人・草原」の企画だったら、地質学や土壌学の人もいて、ぼくらも入ることができる。

佐々木(尚）：シンポジウムの内容は、誰がどのように考えていくんでしょうか？

湯本：飯沼、高原、湯本の3人で考えていきます。ところでヤンガードリアス小惑星説って、本当なんですか？このごろさかんにやっていますよね、私は注目してるんですけども。

佐藤：アメリカではそういう話をしてるね。世界中焼けちゃった、と。

湯本：シンポジウムについては、九州班と古生態班、私とでプランを作って交渉してということを、これからやっていきます。

　〔シリーズ本の進め方について〕

児島：本のことで、具体的にどうするか？　目次を決めなさいといっても具体的にどうすればいいか？たたき台を誰が作るんですか？
矢原：それぞれの班でコンセプトを決めてもらわないと。

児島：奄美・沖縄班とは一緒にやりにくい。やっぱり別々のほうがいい場合もある。

湯本：７つの班それぞれにするというのもシンプルなんですけども、苦肉の策だと考えてください。

児島：編集者がふたりいると混乱することも。

田島：勝手に決められてしまうと、あとが書けなくなってしまう。書き始めて、原稿の締め切りに近くなると、中身も変わってくると思う。大枠だけでいいかなあとは思う。

佐久間：湯本さんは全巻の監修ですよね。そこは明示しておいてもらったほうが。

安渓(遊）：下から積み上げるというふうにしかぼくは思わなかったが、上から「これ書け」と言われてもやりにくい。人に勝手に割り振るのはいけない。各班で新書４冊、全体30冊、というのはすごいよ。

佐久間：ブックレット形式がそれに近いんでしょうね。そのほうが今みたいなコンフリクトは避けられるが、まとまったものという今のイメージからは遠くなる。

湯本：全体で何がわかったの？をシンプルにいうための、ひとつのステップだと思っている。うちの班はちゃんとやっていますから、という考えは却下。・・と思うんですが。

　共同研究って何だろうなと思います。一流の研究者がここに集まっていますが、1＋１が２では駄目で、20にならないと、おもしろくない。その触媒に、この本がなればな、というのが最初からの思い。

違う人たちと組む、そこのところをあまりネガティブに考えないほうが、リーダーとしての素朴な希望です。北海道班はまた北海道班で本を作ったらいい。
生態学会でもよく似たシンポジウムがいくつもあって、昔からのお仲間でやっていた。それを調整しましょうと提案したことがある。そして3月の生態学会では、このプロジェクト関係のチームじゃないところで、いまの草原の維持管理をやっている人たちと一緒にシンポジウムをやっておもしろかった。
安渓：わかった、奄美・沖縄班はいちど北海道にお邪魔します。

矢原：コンセプトを練るための作業をしたほうがいいですね。それぞれ副題を考えてもらう。
湯本：みなさんいちどこれを持って帰っていただいて、班で相談していただきたいと思います。

　予算の話は、みなさんのご要望に応えようとするとぜんぜん足りない。
　〔その他〕

佐久間：今日の議事次第に出てくる「湯本憲法」って何のことですか？

湯本：以前に私が書いた「このプロジェクトはこういう目的でやるんだ」という話に、いい加減なことが書いてあるのではないか、という疑念が、うちの研究員たちの間に起こってしまった。12月のコア会議での矢原さんの提案に基いて、レビューも踏まえて雑誌に投稿できるようなちゃんとした文章に仕上げよう、という検討グループができた。進捗状況はどうか？

辻野：レビューのほうはできてきたが、研究の方法や内容自体が、もう少し検討しないといけない、という状況です。

安渓：財務省がうんといった文章はあるんでしょう？

湯本：地球研で今年の１月に出した『地球環境学』のワーキングペーパーに、５つの領域プログラムの話がある。そのほかの動向として、地球研では英文のジャーナルを出そうとしています。その検討委員会が始まりました。
安渓：昨日のコモンズ勉強会の話しで出てきた、マルチレベル～ガバナンス、あれをマルチレイアーにしよう。それで差異化も図れるんじゃないか、という話になった。そのなかで、ハウスホールドレベルが一番重要。
〔シリーズ本：今後の進め方〕

佐々木(尚）：つぎにコアメンバー会議で集まるのは9月だが、それまでに「こういうことをやっていてほしい」ということはないでしょうか？

湯本：編集会議はどれくらいに開きましょうか？

矢原：コアメンバー会議までにやったほうがいいですね。

湯本：6月、か。

佐久間：そのあと各巻の編集会議もやらないといけない。ボトムアップとトップダウン、両方が要る。

佐々木(尚）：各班で「こういうものを書きたい」というのと、湯本先生の「こういうものを書いてほしい」というリクエストの両方が要るのでは？　
矢原：リーダーだけでやっていると、なかなか進まない。何人かのグループで湯本さんのアイデアを触発して形にするほうが進みやすい。

安渓(遊）：今日お花の下で30分もやるとだいぶちがうよ。

矢原：お花の下はだめですよ。目次とかコンセプトを作るには。飲むときは気持ちよく飲んだほうがいいですね。

池谷：全巻の構成は湯本さんが作った枠組みがベースですよね。書ける人数も決まっている。案はそれぞれの班から出るにしても、どの巻に入れるかという編成もありますよね。やはり、会議の前の作業が結構あるんじゃないかなと思う。今のところは一応キーワードでまとめているが。

湯本：執筆者のリストは頭の中に入っています。それぞれの方にイメージをもっている。

安渓(遊）：それを出したほうがいい。

湯本：わかりました。私の案を出したほうがイメージしやすいですね。リジェクトもあるだろうし。

それを連休前までに作ってみなさんにお送りします。

安渓(遊）：それぞれに各班がキーワードをつけて返せばいい。キーワードの却下があるかもしれないし。

湯本：今日の議事録も含めて、全員メールで流します。執筆者のリストを作るのはもう少し時間がかかるので、その湯本案も別便の全員メールで回します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
児島：さっき見せていただいた『森林の生態学』（種生物学会編、文一総合出版）の本は、ぱっと見てもよくできていると思いました。今回作る本も、同じようにコラムのようなものを入れていただいて、意見の違いが書けるようになっているといい。相乗効果が出る。

佐々木(尚）：編集会議みたいなものはどうしますか？　湯本原案にみなさんから反応をいただいた後に、いちど集まっていただくということですか？
湯本：そのために集まる会議が必要です。夏休みに入ってすぐくらいに。

佐々木(尚）：具体的には7月くらいに編集者の方に集まっていただくことが必要ですね。その責任者で、「できません」という答えは、今のところないんですよね。

矢原：議題を考えていただいたほうがいい。今の巻構成では、それぞれの巻で扱う舞台はわかるけど、そこで何が問われているかはよく分からない。

湯本：今出している項目は、あくまでも仮の段階です。

田島：扱うキーワードなどは、班によってちがうと思います。

安渓(遊）：ワーキングペーパー、昨日お話下さった室田さんのところでは簡単に作っている。本になるのがかなり早いですよね。

湯本：時間となりました。では7月に編集者で集まる会議に向けて、準備を進めていきます。

みなさん、本日はどうもありがとうございました。

